
令和６年５月

３
月
に
令
和
６
年
度
の

予
算
が
成
立
し
、
抜
本
的

な
防
衛
力
の
強
化
が
始
ま

り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も

人
的
基
盤
の
充
実
は
最
優

先
事
項
と
考
え
ま
す
。

し
か
し
、
新
隊
員
募
集

は
危
機
的
状
況
で
す
。

令
和
４
年
度
の
自
衛
官
候

補
生
の
入
隊
者
数
は
予
定
の
約
１
万
人
に
対
し
て
４

千
人
弱
に
留
ま
り
、
目
標
達
成
率
は
４
割
を
切
る
と

い
う
衝
撃
の
結
果
で
し
た
。
現
在
集
計
中
の
令
和
５

年
度
の
募
集
状
況
に
つ
い
て
も
令
和
４
年
度
よ
り
か

な
り
厳
し
い
と
、
現
場
か
ら
は
聞
き
及
ん
で
お
り
ま

す
。

千葉県隊友会事務局
事務所開所時間
月・水・金

10:00～15:00

隊
友
千
葉
だ
よ
り

第７５号隊友千葉だより

し
っ
か
り
と
検
証
し
て
家
族
支
援
の
実
効
性
の
確

保
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
各
支
部

に
お
か
れ
ま
し
て
は
引
き
続
き
新
入
会
員
の
獲
得
と

各
種
事
業
に
対
す
る
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

そ
し
て
、
平
素
か
ら
我
々
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
特
別
会
員
の
皆
様
、
現
職
自

衛
隊
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
変

わ
ら
ぬ
ご
厚
情
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
あ
わ
せ
て
皆
さ
ま
の
ご
多
幸
と
ご
健
康
を
祈

念
申
し
上
げ
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

千
葉
県
隊
友
会

特
別
会
員

佐
藤
正
久
参
議
院
議
員

ご
挨
拶
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参
議
院
議
員

佐
藤
正
久

急
速
に
進
む
少
子
化
の
中
、
こ
の
状
況
を
打
破

し
て
人
的
基
盤
の
充
実
を
図
る
に
は
、
自
衛
隊
員

の
処
遇
改
善
を
強
力
に
推
し
進
め
る
こ
と
が
不
可

欠
で
す
。

ま
ず
は
、
基
本
給
や
各
種
手
当
の
充
実
が
必
要
で

す
。
例
え
ば
、
海
自
の
艦
艇
乗
組
員
や
空
自
の

レ
ー
ダ
ー
サ
イ
ト
要
員
は
、
２
４
時
間
を
当
直
で

回
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
艦
艇
乗
組
員
に
は
以
前

か
ら
「
乗
組
手
当
」
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

今
回
の
予
算
措
置
で
そ
の
額
を
大
幅
に
引
き
上
げ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
レ
ー
ダ
ー
サ

イ
ト
要
員
に
は
新
規
に
勤
務
手
当
が
支
給
さ
れ
ま

す
。
そ
し
て
、
隊
舎
・
宿
舎
の
整
備
と
、
そ
こ
で

使
用
す
る
備
品
・
日
用
品
の
調
達
で
す
。
普
段
勤

務
す
る
隊
舎
や
営
内
居
住
者
の
生
活
の
場
で
あ
る

宿
舎
の
改
善
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
予
算
不
足
が

原
因
で
今
ま
で
は
隊
員
達
が
仕
方
な
く
備
品
・
日

用
品
を
自
費
で
購
入
し
て
い
た
状
況
は
、
絶
対
に

解
消
さ
れ
る
べ
き
で
す
。

給
与
は
仕
事
に
対
す
る
基
本
か
つ
重
要
な
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
１
つ
で
す
し
、
昨
今
の
物
価
上
昇

も
考
慮
す
る
と
、
給
与
や
各
種
手
当
の
充
実
は
人

的
基
盤
を
充
実
さ
せ
る
う
え
で
の
最
重
要
事
項
だ

と
考
え
ま
す
。

字
数
の
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
以
上
２
点
の

説
明
に
留
め
ま
す
が
、
処
遇
改
善
の
問
題
に
つ
い

て
は
こ
れ
か
ら
も
国
会
等
で
議
論
し
、
か
つ
防
衛

省
と
直
に
連
携
を
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
改
善
を
続

け
て
い
く
所
存
で
す
。

身
命
を
賭
し
て
国
民
の
生
命
財
産
、
国
の
平
和

と
独
立
を
守
る
自
衛
隊
員
た
ち
が
任
務
に
全
力
を

傾
注
で
き
る
勤
務
環
境
の
整
備
は
、
国
会
議
員
に

課
せ
ら
れ
た
役
割
で
す
。
「
人
は
城
、
人
は
石

垣
」
と
い
う
先
人
の
言
葉
を
胸
に
刻
ん
で
、
課
せ

ら
れ
た
役
割
を
愚
直
に
果
た
し
て
い
き
た
い
と
存

じ
ま
す
。

初
夏
を
思
わ
せ
る
日
差
し

の
中
、
令
和
６
年
度
千
葉
県                   

隊
友
会
通
常
総
会
に
お
い
て                  

令
和
６
年
度
事
業
計
画
等
が                   

承
認
さ
れ
新
た
な
年
度
の
幕

明
け
と
な
り
ま
し
た
。                          

我
が
国
を
取
り
巻
く
安
全
保                    

障
環
境
は
よ
り
一
層
厳
し
さ

を
増
し
て
い
ま
す
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
中
東
情
勢
は
依
然

と
し
て
収
拾
の
目
途
は
立
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
国
内
に

お
い
て
も
能
登
半
島
地
震
の
発
災
な
ど
大
規
模
災
害
へ

の
対
応
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
抜
本
的
防
衛
力
強
化
の
元

年
に
当
た
り
、
今
ま
で
手
当
て
が
で
き
な
か
っ
た
各
種

事
業
も
そ
の
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
ま
す
。
現
職
自
衛

隊
員
に
対
す
る
期
待
は
以
前
に
も
増
し
て
大
き
く
な
っ

て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
の
反
面
、
人
的
基
盤
強
化
の
原
動
力
で
あ
る
新
入

隊
員
の
獲
得
が
次
元
の
異
な
る
厳
し
さ
を
迎
え
て
い
ま

す
。
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
時
に
、
「
海
自
ヘ
リ
２

機
の
事
故
」
の
悲
報
が
入
っ
て
き
ま
し
た
。
自
衛
隊
の

担
っ
て
い
る
任
務
の
重
要
性
と
任
務
遂
行
に
お
け
る
リ

ス
ク
に
つ
い
て
も
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
、

現
職
に
代
わ
り
そ
の
役
を
担
え
る
の
が
隊
友
会
の
意
義

で
も
あ
る
と
考
え
ま
す
。
更
に
「
隊
員
家
族
に
対
す
る

支
援
の
拡
充
」
も
隊
友
会
に
期
待
さ
れ
る
も
の
で
す
。

千
葉
県
隊
友
会
に
お
い
て
も
マ
ン
パ
ワ
ー
の
減
少
傾
向

が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
ま
す
。
何
が
で
き
る
の
か
を

会
長

菊
地

聡



そ
の
後
、
場
所
を
隣
の
会
場
に
移
動
し
、
特
別
会
員
、
関
係
諸
団
体
の
皆

様
お
よ
び
海
自
教
育
航
空
集
団
司
令
官
國
見
海
将
以
下
、
陸
海
空
在
葉
部
隊

指
揮
官
十
一
名
の
出
席
を
い
た
だ
き
、
総
勢
九
十
二
名
に
よ
る
隊
友
会
ら
し

い
懇
親
会
を
開
催
で
き
ま
し
た
。
特
に
國
見
海
将
と
西
川
地
本
長
の
挨
拶
に

あ
り
ま
し
た
が
、
自
衛
官
の
募
集
は
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

会
員
も
募
集
協
力
の
必
要
性
を
痛
感
し
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
特
別
会
員

で
あ
る
議
員
か
ら
も
自
衛
官
募
集
ポ
ス
タ
ー
掲
示
を
申
し
出
る
方
も
お
ら
れ
、

有
意
義
か
つ
和
や
か
な
懇
親
会
で
し
た
。

隊友千葉だより令和６年５月 第７５号
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会

長

菊
地

聡

（
海
）

副

会

長

青
木

清
治

（
空
）

同

田
中

誠
一

（
事
）

事
務
局
長

大
根

正
雄

（
陸
）

事
務
局
次
長

三
浦

洋

（
海
）

理
事
役

永
岡

雅
史
（
陸
）

高
谷

哲
郎
（
陸
）

門
岡

慎
也
（
陸
）

門
脇

清
美
（
陸
）

茂
木

利
明
（
陸
）

小
芝

寛
海
（
陸
）

富
田

聖
一
（
陸
）

宮
越

章

（
海
）

藤
田

穣

（
陸
）

伏
見

昭
彦
（
陸
）

梁
池

雅
彦
（
陸
）

藤
田

正
之
（
陸
）

松
田

一
也
（
陸
）

加
納

伸
隆
（
陸
）

横
谷

薫

（
空
）

舟
根

正
直
（
陸
）

大
矢

和
司
（
陸
）

光
菅
ま
り
子
（
自
）

監
事
役

河
西

伸
人
（
海
）

小
渡

朝
義
（
海
）

相
談
役

千
葉
地
方
協
力
本
部
長

一
等
海
佐

西
川
和
弘

“令和６年度通常総会”開催

令
和
六
年
度
千
葉
県
隊
友
会
通
常
総
会
を
四
月
十
七
日
に
三
井
ガ
ー
デ
ン

ホ
テ
ル
（
千
葉
市
中
央
区
中
央
）
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
会
長
以
下
県
本
部
、

各
支
部
長
等
お
よ
び
顧
問
・
参
与
の
会
員
合
わ
せ
て
五
十
二
名
が
出
席
し
ま

し
た
。
国
歌
斉
唱
、
七
十
三
名
の
物
故
者
に
対
す
る
黙
と
う
お
よ
び
会
長
挨

拶
に
続
き
、
議
長
に
選
出
さ
れ
た
県
本
部

三
浦
事
務
局
次
長
の
議
事
進
行

に
基
づ
き
、
大
根
事
務
局
長
か
ら
令
和
五
年
度
事
業
報
告
・
決
算
報
告
、
令

和
六
年
度
事
業
計
画
・
予
算
計
画
お
よ
び
令
和
六
年
度
役
員
の
五
個
議
案
が

報
告
さ
れ
、
参
加
者
に
よ
る
審
議
を
経
て
全
て
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
、
表
彰
式
を
実
施
し
、
令
和
五
年
度
隊
友
会
活
動
に
ご
尽
力

さ
れ
た
会
員
九
名
に
会
長
か
ら
副
賞
を
添
え
て
表
彰
状
を
授
与
し
ま
し
た
。

ま
た
、
隊
友
会
の
会
勢
拡
大
と
部
隊
研
修
協
力
な
ど
の
ご
支
援
に
感
謝
し
、

陸
上
自
衛
隊
第
１
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
団
お
よ
び
海
上
自
衛
隊
第
３
術
科
学
校
に

感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

休
憩
を
は
さ
み
、
恒
例
の
「
防
衛
講
演
会
」
を
開
催
し
、
今
回
は
、
「
井
筒

俊
司
前
航
空
幕
僚
長
」
を
お
招
き
し
て
『
空
と
宇
宙
に
あ
こ
が
れ
て
』
と
題

し
て
航
空
自
衛
隊
で
の
ご
経
験
と
宇
宙
の
現
状
等
に
つ
い
て
、

大
変
興
味
深
い
講
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
木
勘
左
衛
門
（
船
橋
支
部
）

神
谷

博

（
松
戸
支
部
）

清
水

実

（
松
戸
支
部
）

井
澤
公
博

（
柏

支
部
）

圓
藤
春
喜

（
柏

支
部
）

新
保
義
則

（
沼
南
支
部
）

本
田
雅
晴

（
館
山
支
部
）

大
竹

明

（
木
更
津
支
部
）

牟
田
清
高

（
木
更
津
支
部
）

個

人

表

彰

令
和
六
年
度
千
葉
県
隊
友
会

本
部
役
員

在
葉
部
隊
へ
の
感
謝
状

陸
上
自
衛
隊

第
１
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
団
（
木
更
津
駐
屯
地
）

海
上
自
衛
隊

第
３
術
科
学
校
（
下
総
航
空
基
地
）

新

新

新

新

総会：三浦事務局次長による
議事進行

受賞者：一木勘左衛門氏（成田支部）

在葉部隊長紹介
代表の國見海将ご挨拶

講演会
井筒俊司氏
（前航空幕僚長）



瑞
宝
双
光
章

秋
廣

豊

（沼
南
支
部
）

第
３
術
科
学
校

相
良

哲
也

（四
街
道
支
部
）
高
射
学
校

関

智
之

（白
井
支
部
）

第
３
術
科
学
校

備
前

修
一

（茂
原
支
部
）     

第
１
空
挺
団 

福
島

秀
明

（白
井
支
部
）     

関
東
補
給
処 

不
破

直
幸

（香
取
支
部
）     

第
１
２
特
科
隊 

本
澤

功

（館
山
支
部
）

第
２
１
航
空
群 

前
田

英
昭

（松
戸
支
部
）     

第
３
術
学
校

瑞
宝
単
光
章 

中
村

敬
生

（緑
支
部
）        

高
射
学
校 

長
森

秀
夫

（船
橋
支
部
）     

第
１
空
挺
団 

受
章
者
の
皆
様

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

自
衛
隊
家
族
支
援
に
お
け
る
隊
友
会
の
協
力

千
葉
県
隊
友
会
は
、
千
葉
県
内
の
陸
上
自
衛
隊
お
よ
び
航
空
自
衛
隊
各
部
隊
と
「
隊

員
家
族
の
支
援
に
対
す
る
協
力
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
て
い
ま
す
。
派
遣
さ
れ
た

隊
員
が
家
族
の
憂
い
な
く
任
務
に
邁
進
で
き
る
た
め
の
施
策
で
す
。
自
衛
隊
か
ら
の
要

望
に
対
す
る
会
員
の
一
層
の
協
力
に
よ
り
、
実
効
性
を
向
上
さ
せ
た
い
と
考
え
ま
す
。

                                    

◆航空自衛隊在葉部隊
との協定（R5.10.24）

◆陸上自衛隊中央協定（H29.5.18）
陸上幕僚長、隊友会理事長および

家族会会長の間で締結
◆隊友会の協力事項
（隊員が派遣された場合、自衛隊が行
う留守家族支援の協力で、隊友会が
可能な場合に適用）

➀隊員家族の安否確認
②隊員家族の状況に応じ必要と思わ
れる事項（生活支援等）
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※海上自衛隊
千葉県在葉部隊との協定：未締結

千
葉
中
央

今
瀬

信
之

（
空
）

千
葉
美
浜

首
藤

敏
明

（
陸
）

千
葉
花
見
川

片
山

隆
仁

（
事
） 

千
葉
稲
毛

櫻
井

武
之

（
空
）

千
葉
若
葉

生
見

時
久

（
陸
）

千
葉
緑

林

征
二
郎

（
陸
）

市
原

欠

八
千
代

日
野

進

（
陸
）

習
志
野

柚
木

文
夫

（
陸
）

船
橋

（
支
部
調
整
中
）

浦
安

吉
岡

誠

（
陸
）

市
川

金
井

泉
寿

（
陸
）

我
孫
子

豊
嶋

尉
史

（
陸
）

鎌
ヶ
谷

坂
本

祥
貢

（
陸
）

松
戸

中
川

博
英

（
陸
）

流
山

田
坂

徹
夫

（陸
）

野
田

青
田

実

（
空
）

柏

阿
比
留
義
顯

（
海
）

令
和
６
年
度
千
葉
県
隊
友
会
支
部
長

春 の 叙 勲

沼
南

永
岡

雅
史

（陸
）

白
井

増
山

普
一

（
陸
）

印
西

津
村

隆
尋

（陸
）

四
街
道

筒
井

紀
詔

（陸
）

佐
倉

森
田

悦
朗

（
陸
）

八
街

岩
井

勝
己

（
陸
）

成
田

石
橋

隆
夫

（海
）

香
取

石
川

芳
夫

（空
）

東
総

都
祭

広
一

（陸
）

山
武
東
金

越
川

政
道

（陸
）

長
生(

兼

茂
原)

森
本

澄
男

（
陸
）

夷
隅

高
橋

清
三

（
陸
）

安
房

三
好

文
雄

（空
）

館
山

川
村

巖

（海
）

木
更
津

清
水

久
兀

（陸
）

※

※

支
部
長
代
行

駐屯地業務隊等（要望者名簿）
支部会員とのマッチング
顔合わせ（面談）
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野
田
市

柏
市

松戸市

市
川
市浦安市

栄町 成
田

市

富
里
市酒々井町

神
崎
町

多古
町

東
庄
町

旭
市匝

瑳
市

芝
山
町

横芝光町八
街
市

山武市

九十九
里町大網白里町

市
原
市

長
柄
町
長
南
町

長生村

睦沢町

大
多
喜
町

いすみ市

勝浦市
御宿町

袖
ヶ
浦
市

木
更
津
市

君津市
富
津
市

鴨川市鋸南町

館山市

船橋市

一宮町

四街道市
①

②
③

④

⑤

⑥

我孫子市
白井市

※千葉市

南
房
総
市

習志野市

旧沼南町 香取市

銚子市八千代市

流山市

白子町
茂原市

佐
倉
市

印西市

鎌ヶ谷市

東金市

松戸駐屯地
（A地区）

習志野駐屯地
（B地区）

●

●

●

●

下志津駐屯地
（C地区）

木更津駐屯地
（D地区）

陸上自衛隊
家族支援担当区域

◆陸上自衛隊在葉部隊との協定
（H30.2.22）

野
田
市

柏
市

松戸市

市
川
市浦安市

栄町 成
田

市

富
里
市酒々井町

神
崎
町

多古
町

東
庄
町

旭
市匝

瑳
市

芝
山
町

横芝光町八
街
市

山武市

九十九
里町大網白里町

市
原
市

長
柄
町
長
南
町

長生村

睦沢町

大
多
喜
町

いすみ市

勝浦市
御宿町

袖
ヶ
浦
市

木
更
津
市

君津市
富
津
市

鴨川市鋸南町

館山市

船橋市

一宮町

四街道市
①

②
③

④

⑤

⑥

我孫子市
白井市

※千葉市

南
房
総
市

習志野市

旧沼南町 香取市

銚子市八千代市

流山市

白子町
茂原市

佐
倉
市

印西市

鎌ヶ谷市

東金市

習志野分屯基地
（A地区）

●

●

●

峯岡山分屯基地
（C地区）

木更津分屯基地
（B地区）

航空自衛隊
家族支援担当区域

協力の流れ協力の流れ



隊友千葉だより
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◆

印

西

支

部

◆

印
西
市
は
、
千
葉
県
の
北
西
部
に
位
置
し
標
高
２
０

～
３
０
ｍ
の
平
坦
な
下
総
台
地
と
利
根
川
、
印
旛
沼
及

び
手
賀
沼
と
こ
れ
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
浸
食
谷
の
低
地

に
よ
り
作
ら
れ
た
自
然
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
、
昭
和

５
９
年
の
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
入
居
開
始
以
後
逐
次

人
口
が
増
加
し
、
平
成
８
年
に
印
西
市
と
な
り
、
平
成

２
２
年
に
印
旛
村
及
び
本
埜
村
と
合
併
し
現
在
の
印
西

市
が
誕
生
し
ま
し
た
。
市
は
業
務
核
都
市
に
指
定
さ
れ

て
い
る
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
中
核
都
市
で
あ
り
、
商

業
中
心
の
都
市
と
し
て
又
東
京
都
心
に
通
勤
す
る
子
育

て
世
代
が
増
加
す
る
住
宅
都
市
と
し
て
成
長
し
、
現
在

人
口
１
１
万
人
を
擁
し
て
い
ま
す
。

こ
の
地
域
は
、
関
東
平
野
の
中
で
活
断
層
が
な
く
台

地
上
の
岩
盤
が
強
固
で
地
震
等
の
大
規
模
災
害
に
強
く

世
界
中
か
ら
注
目
さ
れ
、
大
企
業
や
海
外
企
業
の
デ
ー

タ
セ
ン
タ
ー
が
建
設
さ
れ
る
と
共
に
東
京
都
と
成
田
空

港
の
中
間
に
位
置
し
都
心
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
か
ら

多
く
の
巨
大
な
物
流
セ
ン
タ
ー
が
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
世
界
的
企
業
の
グ
ッ
ト
マ
ン
グ
ル
ー
プ
が
進
出

し
て
グ
ッ
ト
マ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ク
を
開
発
し
て
お
り
、

グ
ー
グ
ル
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
も
去
年
４
月
か
ら
活
動

を
開
始
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
春
に
は
「
吉
高
の
一
本
桜
」
が
次
第
に
評
判
を

呼
ん
で
訪
れ
る
人
も
急
増
し
、
冬
に
は
１
０
０
０
羽
以

上
の
「
白
鳥
の
飛
来
地
」
と
し
て
も
人
気
を
集
め
て
お

り
ま
す
。

印
西
支
部
は
、
平
成
２
２
年
に
会
員
数
５
３
名
で
発

足
し
、
今
年
で
１
５
年
を
迎
え
ま
す
が
、
千
葉
県
内
で

は
比
較
的
若
い
支
部
と
思
い
ま
す
。
毎
年
、
会
員
の
入

退
会
は
あ
り
ま
す
が
、
発
足
当
時
と
比
べ
て
会
員
数
は

殆
ど
変
わ
ら
ず
、
現
在
の
会
員
数
は
５
７
名
、
出
身
別

内
訳
は
、
陸
自
３
２
名
、
海
自
１
８
名
、
空
自
７
名
、

年
齢
構
成
別
で
は
、
８
０
歳
代
２
１
％
、
７
０
歳
代

３
５
％
、
６
０
歳
代
２
５
％
、
５
０
歳
代
及
び
そ
れ
以

専
門
書
等
に
は
、
「
５
月
病
」
と
し
て
、

「
社
会
人
や
学
生
な
ど
、
新
し
い
環
境
に
適
応

で
き
ず
ス
ト
レ
ス
を
溜
め
た
結
果
、
５
月
の
連

休
後
に
心
身
の
不
調
を
き
た
す
状
態
を
指
し
、

「
新
生
活
が
ス
タ
ー
ト
し
て
１
ヶ
月
程
度
過
ぎ

た
５
月
頃
に
出
る
」
「
学
生
や
新
入
社
員
に
起

こ
り
や
す
い
」
「
か
つ
て
は
大
学
の
新
入
生
に

多
い
と
い
わ
れ
て
い
た
が
、
最
近
は
新
社
会
人

や
職
場
環
境
が
大
き
く
変
わ
っ
た
社
会
人
に
、

よ
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
」
と
言
わ

れ
、
正
式
な
医
学
用
語
で
は
な
く
、
病
名
と
し

て
は
「
適
応
障
害
」
と
診
断
さ
れ
ま
す
。
」
等
と

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
新
年
度
に
入
学
・
入
社
し
た
新

人
や
職
場
環
境
が
大
き
く
変
わ
っ
た
社
会
人
だ

け
が
５
月
病
に
な
り
、
そ
う
じ
ゃ
な
い
人
は
５

月
病
に
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

幸
い
に
も
私
は
、
５
月
病
に
な
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
時
期
に
周
り
に
は
新
人

で
な
く
て
も
、
職
場
環
境
等
が
大
き
く
変
わ
っ

て
な
く
て
も
、
体
調
を
崩
す
人
が
い
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
年
度
末
の
業
務
の
締
め
く
く
り
と

し
て
、
３
月
を
決
算
期
と
定
め
て
い
る
企
業
、

組
織
等
が
多
い
た
め
、
決
算
の
準
備
及
び
新
年

度
の
計
画
準
備
が
始
ま
る
３
月
、
実
際
に
決
算

業
務
・
新
年
度
計
画
を
進
め
る
４
月
、
決
算
報

告
の
た
め
株
主
総
会
準
備
等
で
仕
事
量
が
増
え

て
忙
し
く
な
る
こ
と
が
原
因
の
一
つ
と
考
え
ら

れ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

新
人
や
職
場
環
境
等
が
大
き
く
変
わ
っ
た
人

以
外
で
も
、
次
の
症
状
が
多
く
あ
る
人
は
、
５

月
病
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
チ
ェ
ッ
ク
し

て
み
て
下
さ
い
。

５

月

の

健

康

管

理

◆
身
体
の
症
状

□
眠
れ
な
い
。

□
疲
れ
る
。

□
食
欲
が
な
い
。

◆
心
の
症
状

□
気
持
ち
が
落
ち
込
む
。

□
何
と
な
く
不
安

□
何
も
し
た
く
な
い
。

□
焦
る
。

◆
行
動
の
症
状

□
仕
事
を
休
む
。

□
人
と
会
い
た
く
な
い
。

□
や
る
気
が
出
な
い
。

ま
た
、
五
月
病
を
治
す
上
で
大
切
な
の
は
、

「
気
分
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
こ
と
」
で
次
の

行
動
が
、
気
分
転
換
に
適
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

◇
軽
い
運
動
を
す
る
。

◇
音
楽
や
読
書
、
映
画
な
ど
を
楽
し
む
。

◇
旅
行
に
行
く
。

◇
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
な
ど
で
リ
ラ
ッ
ク
ス

◇
習
い
ご
と
を
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
気
分
転
換
で
き
な
い
場
合
、

医
療
的
な
ケ
ア
が
必
要
と
な
る
た
め
、
重
症
化
す

る
前
に
無
理
せ
ず
病
院
で
適
切
な
治
療
を
受
け
、

５
月
病
を
乗
り
切
っ
て
下
さ
い
。

（
厚
生
労
働
省

健
康
・
医
療
サ
イ
ト
参
照
）



下
が
１
９
％
で
あ
り
、
特
色
は
習
志
野
駐
屯
地
空
挺

団
出
身
者
１
１
名
、
下
総
基
地
出
身
者
１
１
名
が
中

核
を
な
し
て
い
ま
す
。

年
度
総
会
は
、
毎
年
６
月
末
に
実
施
し
て
お
り
総

会
及
び
懇
親
会
を
実
施
し
、
参
加
者
は
、
約
２
０
名

前
後
で
あ
り
、
４
名
の
特
別
会
員
に
は
必
ず
出
席
し

て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

新
聞
の
手
配
り
は
、
５
４
名
の
会
員
（
新
聞
不
要

者
及
び
郵
送
者
を
除
く
）
に
実
施
し
て
お
り
、
地
域

を
７
個
地
区
に
分
け
７
人
の
役
員
が
実
施
し
て
い
ま

す
。災

害
情
報
協
力
者
は
、
地
区
を
５
地
域
に
分
け
５

名
の
情
報
員
を
指
名
し
て
お
り
、
家
族
支
援
は
、
未

だ
要
請
も
な
く
実
施
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

発
足
時
、
支
部
の
運
営
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
目
的

で
役
員
を
１
０
名
体
制
に
し
ま
し
た
が
、
種
々
の
場

面
で
力
を
発
揮
し
て
お
り
今
後
も
こ
の
体
制
を
維
持

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
題
点
と
し
て
は
、
役
員
の
高
齢
化
、
総
会
参
加

者
数
の
固
定
化
、
支
部
活
動
の
限
定
化
、
若
手
会
員

の
不
参
加
等
あ
り
ま
す
が
、
特
に
支
部
長
を
含
ん
で

役
員
の
老
齢
化
（
８
０
才
代
４
名
、
７
０
才
代
５
名
、

６
０
才
代
１
名
）
は
、
顕
著
で
あ
り
早
急
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
居
り
ま
す
。

印
西
支
部
長

津
村
隆
尋

隊友千葉だより

千
葉
中
央
支
部
は
、
会
員
数
４
２
名
、
内
訳
と
し

て
陸
、
海
、
空
、
事
務
官
・
技
官
出
身
者
、
そ
れ
ぞ

れ
、
２
５
名
、
５
名
、
７
名
、
５
名
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

中
央
区
に
は
県
庁
、
市
役
所
を
は
じ
め
と
す
る
行

政
施
設
、
博
物
館
、
科
学
館
、
美
術
館
な
ど
の
文
化

教
育
施
設
、
千
葉
駅
周
辺
の
商
業
施
設
、
そ
し
て
蘇

我
駅
周
辺
の
工
業
施
設
と
こ
れ
に
隣
接
す
る
フ
ク
ダ

電
子
ア
リ
ー
ナ
、
動
物
園
、
競
輪
場
な
ど
の
ア

ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
施
設
、
千
葉
市
の
基
礎
を
築
い
た

千
葉
氏
に
ゆ
か
り
の
あ
る
神
社
仏
閣
な
ど
が
所
在
し
、

郊
外
の
豊
か
な
自
然
も
相
ま
っ
て
、
環
境
に
恵
ま
れ

た
住
み
や
す
い
街
を
形
成
し
て
い
ま
す
。
区
内
の
人

口
も
転
入
に
よ
る
社
会
増
に
後
押
し
さ
れ
、
緩
や
か

で
は
あ
る
も
の
の
順
調
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
中
央
区
に
は
駐
屯
地
等
が
存
在
し
な
い
こ

と
、
新
規
入
会
者
が
少
な
い
こ
と
、
他
支
部
と
同
様

に
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
、
自
身
の
力
不
足
に

も
起
因
し
て
、
支
部
の
活
動
は
ほ
ぼ
実
施
す
る
こ
と

が
で
き
て
い
な
い
状
況
で
す
。

地
域
の
自
治
会
活
動
や
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
、

自
己
の
生
活
に
直
結
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す

が
、
隊
友
会
や
他
Ｏ
Ｂ
団
体
の
活
動
は
究
極
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
あ
り
、
退
職
者
の
中
に
は
入
会
や
活
動

参
加
の
メ
リ
ッ
ト
が
見
い
だ
せ
な
い
方
も
多
数
お
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
国
民
と
自
衛

隊
の
懸
け
橋
と
し
て
国
の
防
衛
や
地
域
社
会
の
発
展

に
貢
献
す
る
等
の
目
的
に
賛
同
さ
れ
、
会
費
や
寄
付

金
を
納
め
て
頂
い
て
い
る
支
部
会
員
の
皆
様
に
は
た

い
へ
ん
感
謝
し
て
お
り
ま
す
が
、
連
絡
を
取
り
づ
ら

い
状
況
に
少
し
寂
し
さ
も
感
じ
て
お
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
も
去
り
活
動
が
で
き
る
環
境
に
も
な
り

ま
し
た
の
で
、
ま
ず
は
緩
や
か
な
つ
な
が
り
を
作
っ

て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
特
段
の
用
事
が
な
く
て

◆

千

葉

中

央

支

部

◆
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も
結
構
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

何
卒
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

千
葉
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「吉高の大桜」
樹齢400年を超える孤高
の一本桜で国花として
親しまれているヤマザ
クラであり、市の天然
記念物にも指定

「妙見本宮 千葉神社」

↑
「フクダ電子
アリーナ」

【千葉県隊友会事務局】

〒260-0042
千葉市中央区椿森1丁目26-9

コンラッドビル4階
電 話：043-306-2095
ＦＡＸ：043-306-2096

Eメール
chibataiyuu@angel.ocn.ne.jp

ホームページ
http://www.chibataiyuu.com/

千葉だより７５号
編集担当 伏見理事役
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